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1）機器使用方法説明動画の作成
2）機器操作画面配信の試み
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レベルに応じて～学外者の立ち入り制限

学内でも以下の措置を実施
・臨時の利用申請書の提出
・同時立ち入り人数の制限，予約の調整

2020年4月20日 緊急事態宣言発令

2020年4月22日 大学の行動指針がレベル3に

2020年6月1日 大学の行動指針がレベル2に引き下げ

2020年7月1日 大学の行動指針がレベル1.5に引き下げ

2020年10月1日 大学の行動指針がレベル1に引き下げ

2020年12月1日 大学の行動指針がレベル1.5に引き上げ

2020年5月25日 緊急事態宣言解除

2021年1月7日 緊急事態宣言発令



N-BARD機器共用・分析部門（霞キャンパス）にて実施された臨時措置（関係分のみ抜粋）



1）機器使用方法説明動画の作成



相互利用にて機器を初めて使う方に向けて・・・

・簡単な機器なら30分もかからないが，大型機器だと2時間近くかかることもある．
・機器によっては，狭い部屋に設置されている．

👇

入室人数の制限で密集は回避できる・差し支えない箇所の開放で密閉を回避できる
少しでも密接を回避する策の考案が必要

👇

共焦点レーザー顕微鏡の基本的な操作方法を説明する動画を作成した

昨年度まで～機器の立ち上げからシャットダウンまで基本的な操作方法を示し，
また実際に操作をさせつつ，説明を行っていた．（対象：1～数人）



動画撮影：自分のスマートフォン

編集：デスクワーク用PCを使用 Windows10に付属の「フォト」の動画編集機能
（MP4ファイルの結合，タイトル画面の作成）



字幕：デスクワーク用PCを使用 ソフトウェア「Aegisub」でassファイルの作成



MP4ファイルと字幕ファイルの結合：デスクワーク用PCを使用
ソフトウェア「Avidemux」を使用







新規の利用希望に応じて

・動画，マニュアルをアップロードしたOneDriveのアドレスを送付
👇

・座学（マニュアルと動画で基本的な操作方法を予習していただく）
👇

・担当者，機器，利用者のスケジュール調整
👇

・フォローアップの実施



2）機器操作画面配信の試み



3D-SIM（超解像度顕微鏡）
走査型電子顕微鏡

依頼測定による運用．
画像データの取得にあたっては，依頼者の立ち合いを必要とするケースが多い．
原子・分子の顕微イメージングPF事業専用機器（依頼者は学内と学外）．

共焦点レーザー顕微鏡 利用者自身の操作による画像取得（相互利用）．
機器室は狭い（間口約3メートル，奥行き約4メートルだったはず）．
原則一人で来るよう制限をしているが・・・（お察しください）．

複数人での立ち合いを希望された場合や，学外依頼者の対応策が必要である

制限を超える人数での顕微鏡室への入室対策が必要である

機器操作画面の配信システムの構築を行った．



配信システムとして・・・

1） HDMIキャプチャー等の映像キャプチャーデバイスを使用する方法
2）リモートコントロールソフトを使用する方法
3）Webカメラを利用する方法
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1）模式図



配信システムとして・・・

1） HDMIキャプチャー等の映像キャプチャーデバイスを使用する方法
2）リモートコントロールソフトを使用する方法
3）Webカメラを利用する方法
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配信システムとして・・・

1） HDMIキャプチャー等の映像キャプチャーデバイスを使用する方法
2）リモートコントロールソフトを使用する方法
3）Webカメラを利用する方法
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1） HDMIキャプチャー等の映像キャプチャーデバイスを使用する方法

市販のHDMIキャプチャー等の映像取り込み装置を利用することで，測定画面に出力されて
いる映像のみを別の配信用PCに取り込むことができる．

その映像をオンラインWeb会議ツールで共有する．セキュリティ面では、装置の制御PCに何
も手を加えないため，様々なリスクが軽減される．

以下の理由を考慮して，方法を選択した
・依頼測定機器であること．
・相互利用機器の入室制限への対応．
・機器制御PCのOSが決して新しいものではない．
・機器制御PCの中身には極力，手を加えたくない．

配信システムとして・・・

1） HDMIキャプチャー等の映像キャプチャーデバイスを使用する方法
2）リモートコントロールソフトを使用する方法
3）カメラを利用する方法









キャプチャー以外に用意したもの

それなりの性能のノートパソコン
（USB3.0が使えるもの）

配信用ソフトウェア：今回はPotPlayerを採用

各規格のディスプレイ用ケーブルと変換コネクター
VGA 15pin
DVI
DisplayPort
HDMI



実施例：超解像度顕微鏡（3D-SIM）



実施例：超解像度顕微鏡（3D-SIM）



配信用PC



配信用PC



配信用PC



遠隔受信側PC



遠隔受信側PC （共焦点レーザー顕微鏡の事例）
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